
 

第 82 回教育研究評議会議事録（案） 

 

Ⅰ 日 時 平成 23 年 1 月 20 日（木） 14 時 00 分～15 時 50 分 

 

Ⅱ 出席者 議 長 山田学長 

      評議員 清水、赤平、森本、鈴木、五十嵐、川那部、江口、村上、大田、東、五十殿、 

植松、畔上、本澤、小川、田林、喜多、中山、大塚、阿江、玉川、波多野、宇川、

西川、永田、井上、板野、大高、朝岡、金保、舛本、石田、加賀、佐藤、深水、

BENTON、漆原 

 

Ⅲ 議 題 

 

〔審 議〕 

(1) 準研究員制度の廃止とその対応について ----------------------------------- 〔審資料 1〕 

(2) 契約職員就業規則等の一部改正（平成 23 年 4 月 1日施行）について ---------- 〔審資料 2〕 

(3) 教養教育スタンダードの作成について ------------------------------------- 〔審資料 3〕 

 

〔報 告〕 

(1) 第 42 回経営協議会報告 -------------------------------------------------- 〔報資料 1〕 

(2) 学生の懲戒について ------------------------------------------ 【回収資料】〔報資料 2〕 

(3) 副学長の数・業務分担等の変更に伴う法人規則等の改正等について ----------- 〔報資料 3〕 

(4) 法定会議等のペーパレス化及び会議運営の見直しについて ------------------- 〔報資料 4〕 

(5) エコシティー第 18 回つくば健康マラソン大会について ---------------------- 〔報資料 5〕 

(6) IMAGINE THE FUTURE 旗の取り扱いについて --------------------------------- 〔報資料 6〕 

(7) 平成 23 年度国立大学法人予算内示概要等について -------------------------- 〔報資料 7〕 

(8) 決算剰余金の翌事業年度への繰り越しについて ----------------------------- 〔報資料 8〕 

(9) 筑波キャンパスＣＯ２排出量・エネルギー使用量実績(12 月分)について ------- 〔報資料 9〕 

(10) 第 1期中期目標期間における教育研究評価に関する評価報告書について ------- 〔報資料 10〕 

(11) 2010 年度 BEST FACULTY MEMBER 表彰式の開催について ----------------------- 〔報資料 11〕 

(12) 教養教育の再構築について ----------------------------------------------- 〔報資料 12〕 

(13) 第 3回学長主催トップマネジメントセミナーについて ----------------------- 〔報資料 13〕 

(14) RU11 鈴木文部科学副大臣との意見交換会等について ------------------------- 〔報資料 14〕 

(15) 筑波大学革新的研究等支援プログラム（パイロットモデル）の採択課題について〔報資料 15〕 

(16) 平成 23 年度日本学術振興会特別研究員の採用内定について ------------------ 〔報資料 16〕 

(17) JST の競争的研究資金の公募について 

 

Ⅳ 議 事 

 

 〔審 議〕 

 

１ 審議資料１に基づく審議の結果、1(4)①ウの「年齢を 35 歳」を「年齢を原則として 35 歳」と修

正の上承認された。 

 

２ 審議資料２に基づく審議の結果、原案どおり承認された。 

 

３ 審議資料３に基づく審議の結果、承認された。 

 

 



 

 〔報 告〕 

１ 報告資料１に基づき報告があった。 

  なお、学長から、経営協議会外部委員の意見が紹介された。 

 

２～８ 報告資料２～８に基づき、それぞれ報告があった。 

 

９ 報告資料９に基づき報告があった。 

  なお、省エネルギー推進の一環として、電気料金の「見える化」を図り、キャンパス内電子掲示

板において前日の全学電気料金を表示することとなった旨の補足説明があった。 

 

10～13 報告資料 10～13 に基づき、それぞれ報告があった。 

 

14 報告資料 14 に基づき、最近行われた RU11 の会合の内容について報告があった。 

  なお、文部科学省からも、RU11 が担うべき役割に対し、大きな期待を寄せられている旨の補足

説明があった。 

  また、間接経費に関する文部科学省との打ち合わせの内容等について報告があった。 

 

15～16 報告資料 15～16 に基づき、それぞれ報告があった。 

 

17 JST の競争的研究資金の公募について、JST からのメールマガジンや説明会を活用して積極的に 

応募してほしい旨の発言があった。 

 

以 上 


